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学校教育目標 ゆめをもち 心あわせて あしたをえがく Ｒ４ ７ ６
～ 学んで 遊んで よりよく考える ～ Ｎo.１３

充実した活動ができた保呂羽山自然体験学習
天候に恵まれた７月５日（月）～６日（火）、５年生の保呂羽山自然体験学習が大きな成果を残して

無事に終了しました。甘えや気のゆるみが許されない自然を相手にしたプログラムでは、万全の準備を
して集中して活動しました。また、一人では達成不可能なことを仲間と一緒に協力して成し遂げる体験
もしました。そして、そのような困難なことを成功させたときの喜びを全身で感じ取り、今後に生かす
積極性も高めることができました。
このように、５年生ジャンプ学年は、保呂羽山自然体験学習を通じて普段の学校生活では経験できな

い多くのことを学び、頼もしく成長することができました。今回の２日間の経験は、今後の学校や家庭
での生活に大いに役立つことでしょう。５年生ジャンプ学年のこれからの活躍が大変楽しみです。

６年生も参加した結団式 １日（金） 自然の家に着いて出会いの集い 薪の火でご飯とカレー作り

外でみんなで食べると一層おいしい カヌーの池までは、山道を徒歩４０分ゴシゴシと力を入れてなべ洗い

ライフジャケットをしっかり点検 大自然の中での素晴らしい体験 カヌーの操作も自由自在

楽しくベッドメイキング お弁当形式の夕食 少し怖かったナイトハイク



租税教室 ６月２８日（火）
６年生は、美郷町役場税務課から４名の方をお招きし、租税教

室を行いました。講師の方からは、もし、税金がなかったら暮ら
しはどうなるのか、動画を使って説明していただきました。そし
て、税金の集め方や使われ方、昔、日本にあったユニークな税金
について学びました。また、救急車１台購入するのに約３０００
万円、小学校１校建設するために約１５億円の税金が使われてい
ることに驚いていました。

コミュニケーション教室 ６月２９日（水）
美郷町生涯学習課の事業として６年生を対象としたコミュニケ

ーション教室が開催されました。（有）サイテックさんが企画運
営し、わらび座の皆さんを講師に、「コミュニケーションを学び、
心豊かな人間成長の機会にする」ことを目指すものです。
今回は、協賛企業関係者や教育委員会の皆さんも見守る中、約

９０分間にわたり、チームコミュニケーション・自己理解・他
者理解・自己表現などのプログラムが進められました。

ラベンダー園＆モリボの里 ６月２９日（水）
１年生は、生活科の学習で、ラベンダー園とモリボの里へ出かけました。「公共施設を使うときの約

束を守り、公園で楽しく遊ぶこと」「生きものにふれながらその様子を観察すること」が主な目的です。
ラベンダー園では、花のそばで香りを確かめている人もいました。その横の公園では、遊具で遊んだ

り、かけ回ったりしました。モリボの里に着いてお弁当を食べ終わった１年生は、ウサギや羊、牛など、
いろいろな動物を見たり実際に触れたりしました。牛に干し草をあげる体験もしましたが、その大きな
体や鳴き声にやや驚いた様子で、係の人にお手伝いしてもらいながら、おそるおそる干し草をあげてい
ました。めったにできない貴重な体験ができました。

これまでの学校報は、仙南小学校ホームページに掲載しています。また、日々の学校での出来事や話題
等を紹介しているＷｅｂ日記も随時更新中です。ぜひ、ご覧ください。
仙南小学校 ホームページ http://www.sennanjs.sakura.ne.jp/ または、「仙南小学校ホームページ」で検索してください。

２日目、朝の集いでラジオ体操 発見したのは羽化直後のオニヤンマ

室内のＰＡプロジェクトアドベンチャー 野外でのＰＡ

朝の散歩で何かを発見…

スタッフの皆さんも一緒に別れの集い

見ごろだったラベンダー園 少し降った雨も楽しい「テントみたい」 おっかなびっくりの干し草やり

相手の動きを鏡のように真似る活動

１億円（見本）の重さを体験


